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第５学年東組 国語科学習指導案
学習指導者 西吉 亮二

１ 単元 「心に残った物語を推薦しよう －『大造じいさんとがん』－」

２ 単元について

（１）育成したい「思考力」と学びに熱中する子どもの姿

【育成したい「思考力」】

登場人物の行動や会話，情景描写等と文脈とをつなぎながら登場人物の心情を捉え，

優れた叙述に対する自分の考えを創造する力

行動や会話に加え，情景描写にも興味をもち，共通教材および，その他の物語から見つけた

叙述を基に，登場人物の心情や，叙述に対する自分の考えについて話し合いながら，推薦カー

ドをよりよいものしている。

【学びに熱中する子どもの姿】

本単元では,椋鳩十作品の魅力を人物相関図，優れた叙述や叙述に対する自分の考えが入った推薦カ

ードにまとめ，友達に推薦するという言語活動を通して，学習指導要領「C読むこと」の指導事項エ「登

場人物の相互関係や心情，場面についての描写をとらえ，優れた叙述についての自分の考えをまとめる

こと」を指導する。例えば，まず『大造じいさんとがん』を読み，大造じいさんと残雪の相互関係を人

物相関図にまとめる。そして，「東の空が真っ赤に燃えて，･･･。」という情景描写等と，これまで何度

も残雪に逃げられてきたという文脈とをつなぎ，「おとり作戦で，今度こそ絶対に捕まえるぞ。」のよう

に登場人物の心情を捉え，人物相関図に書き加えていく。それを基に，これまでの自分の知識や経験と

をつなぎながら「真っ赤に燃えているということばから，やる気満々で燃えている感じが伝わってくる

よ。」のように叙述に対する自分の考えを創造し，推薦カードにまとめていくのである。このような活

動を通して，本「思考力」が育成されていくのである。

心に残った作品を推薦するためには，登場人物の心情が分かりやすい行動や会話に着目することに加

えて，情景描写にも目を向けさせることが大切である。例えば，『大造じいさんとがん』の場合、「空が

真っ赤に燃えてというところが心の様子を表していそうだね。」や「この一文は今年こそ残雪を捕まえ

てやるという大造じいさんの覚悟を表していると思うよ。」等と情景描写からも，登場人物の心情をよ

り深く捉えられることに気付いた子どもたちは，「他にも心情が表れている一文を見つけたい。」と興味

をもっていく。そして，見つけた叙述から，創造した自分の考えを基に話し合っていく中で，「『今年こ

そは目にもの見せてくれるぞ･･･。』より『東の空が真っ赤に燃えて･･･。』の方が大造じいさんの捕まえ

てやるという気持ちが強く表れていると思うから，この一文を推薦カードに書くよ。」と，複数の叙述

を比較しながら推薦カードをよりよいものにしていくのである。

（２）二つの場を位置づけた単元構成について

本学級では，質問紙調査の結果から，35名中ほとんどの子どもが，登場人物の心情を考える際に行動

や会話を基に考えている。また，日常の授業から，新しく学んだことを次に生かそうという姿が多く見

られる。そこで，『大造じいさんとがん』で優れた叙述について学んでいく際，まず，子どもたちが考

えやすい行動や会話を先に取り上げる。その後，表出されるであろう「もっと探してみたい。」という

意識を大切にし，それらを調べる時間を設定する。また，情景描写について学んでいく際にも，行動や

会話について学んだ経験から，自分が選んだ物語において「情景描写で心情を表しているところをさら

に探したい。」という意識を大切にし，学んだ叙述について調べる時間を設定する。しかし，中には，

共通教材でも，「もっとじっくり調べてみたい。」と考える子どももいるだろう。そこで興味に応じて共

通教材か自分の選んだ物語かを選択させることで，子どもの意欲を高めていきたい。
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（３）単元構成と学習意欲への働きかけ（総時数 ８時間）

次 主な子どもの意識 学習意欲への働きかけ

第 ① ①～⑧ ノートに，できたこ

一 心に残った作品を推薦するための計画を立てよう とや授業中に考えた疑問等を

次 椋鳩十作品は動物に関係するものが多いね。どの作品を推薦しようかな。 書かせることで，次時への意

②③ 欲を喚起する【自己評価の工

『大造じいさんとがん』で，推薦のしかたを考えよう 夫：満内発的な強化】。

大造じいさんが何度も何度も残 残雪を逃がして正々堂々戦おうと ③④ 優れた叙述について

雪に挑戦する姿が心に残ったよ。 するところが心に残ったよ。 『大造じいさんとがん』でさ

大造じいさんの残雪への気持ちが変化しているね。 らに考えたいという意見と，

大造じいさんの心情の変化に着目して物語を読もう 自分が選んだ物語について考

第
行動を見れば心情が分かるよ。 会話でも心情が分かると思うよ。 えたいという意見の両方を認

「冷え冷えするじゅう身をぎゅっと 「さあ，今日こそ，あの残雪め･･･。」 める【課題選択：関親しみや

にぎり･･･。」から，この一瞬にかけ の「残雪め」ということばに恨ん すさ】。

ている感じがするね。 でいる感じが込められているね。 ④⑤ 『大造じいさんとがん』

『大造じいさんとがん』で行動や 自分が選んだ物語でも，行動や会 で，「もっと探したい。」と考

会話で気持ちを表しているところ 話から登場人物の気持ちが読み取 る子どもが作成した推薦カー

が他にもたくさんありそうだよ。 れそうだよ。 ドについても，掲示する場を

行動や会話で気持ちを表しているところは他にもたくさんあったね。 保障する【評価の場：満外発

二 行動や会話の他に，心情を表しているところはあるのかな。 的な報酬】。

④ 本時（４／８） ③～⑦ グループ内で発表す

行動や会話以外から，心情が表れている文やことばを見つけよう る際に，必ず友達の発表に対

大造じいさんの残雪に対する思いやりや，残雪の大造じいさんに対す して，質問するという約束を

る感謝の気持ちが表れているんだね。 決めておくことで発言の機会

『大造じいさんとがん』 自分が選んだ物語でも，情景描写を探した を保障する【話し合いの約束

でもっと見つけたい。 い。 ：関動機との一致】。

「東の空が真っ赤に･･･。」 『片耳の大シカ』の「そ 『アルプスのワシ』 ⑤ 自分の選んだ物語で，カ

次 からやる気の炎がめらめ の新しい光を･･･。」から の「ことりん･･･。」 ードに書く一文を選びたいと

ら燃えている感じが伝わ 助かった命がきらきら輝 から時間がゆっくり 思っている子どもに対して，

ってくるね。 いている感じがするね。 流れる感じがするね。 先に一文を選ばせた後，『大

情景描写で心情を表しているところがいくつもあったよ。 造じいさんとがん』で優れた

もっと，他の情景描写を見つけたい。 推薦カードに書く一文を選びたい。 叙述を見つけている子どもを

⑤ 紹介し，推薦カード作りへの

推薦したい物語の心に残った一文を探そう 意欲を高める【新たな目標の

自分の物語でも，登場人物の思いが強く表れている情景描写があったよ。 提示：満内発的な強化】。

行動・会話・情景描写の中から，心に残った一文をカードに書こう。

⑥⑦

第 推薦カードを完成させよう 評価規準（第２・３次）

この物語を読んでもらえるように推薦文を付け足そう。 情景描写等の優れた叙

三 自分が選んだ作品の魅力が伝わる推薦カードができたよ。 述から心情を捉え，叙述に

⑧ 対する自分の考えを伝えて

次 心に残った物語を友達に推薦しよう いる。

－49－

二
日
目

提
案
授
業
Ⅱ 

指
導
案



- 50 -

３ 本時の学習指導

（１）目 標

情景描写に込められた登場人物の心情を想像し，その叙述に対する自分の考えを説明することができ

る。

（２）学習指導過程

学 習 活 動 子 ど も の 意 識

・前時までの子どもの意識 行動と会話から登場人物の気持ちを考えてきたよ。

１ 本時の学習課題を確認する。 行動と会話以外にも気持ちが表れているところがありそうだよ。

行動と会話以外から，気持ちが表れている文やことばを見つけよう

２ 情景描写に表れている登場 「らんまんとさいた･･･。」から 「雪のように清らかに，はらはら

人物の気持ちや，情景描写に 大造じいさんの「残雪が元気に と･･･。」の「雪」というのは残雪

ついての自分の考えをまとめ なって本当によかった。」とい の気持ちを表現していると思う

る。 う気持ちが伝わってくるよ。 よ。

（１）自分で考える。 「らんまんとさいた･･･。」とい 「はらはらと･･･。」には，残雪が

う表現から，元気になった残雪 静かに「ありがとう」と伝えてい

（２）グループで説明し合う。 へのお祝いの花束のような感じ ると思うよ。落ち着きのある残雪

【話し合いの約束：関動機との一 がするよ。 らしい感じだね。

致】 大造じいさんの残雪に対する思いやりや，残雪の大造じいさんに

（３）全体で確かめる。 対する感謝の気持ちが表れているんだね。

３ 他の情景描写について考え 『大造じいさんとがん』でもっ 自分が選んだ物語でも情景描写を

る。 と見つけたい。 探したい。

（１）自分で考える。 （片耳の大シカ） （アルプスのワシ）

【課題選択：関親しみやすさ】 「東の空が真っ赤に 「新しいひかりをせ 「断崖をことりん，こ

（２）グループで説明し合う。 ･･･。」から大造じい なかいっぱいあびて とりん･･･。」から，弥

【話し合いの約束：関動機との一 さんの「今度こそ， ･･･。」から次郎吉の 助の「待ちに待った再

致】 絶対に捕まえるぞ。」 「打たなくて本当に 会が最後の別れになっ

（３）全体で紹介し合う。 という気持ちが伝わ よかった。」という てしまった。」という

【評価の場：満外発的な報酬】 ってくるね。 気持ちが伝わってく 悲しみが伝わってくる

るね。 よ。

「空が真っ赤に燃え 「新しい光」という 「ことりん，ことりん」

る」という表現から のは，助かった人間 という表現から，弥助

やる気の炎がめらめ の命がきらきら輝い と大わしだけ時間がゆ

ら燃えている感じが て い る 感 じ が す る っくり流れる感じがす

するね。 ね。 るね。

情景描写から感じる登場人物の気持ちや，広がるイメージは，読

４ 自己評価を行い，次の時間 む人によって違っておもしろいね。

の課題を設定する。 自分が選んだ物語で，もっと情 今まで見つけてきた叙述から推薦

【自己評価の工夫：満内発的な強 景描写を見つけたい。 カードに書くものを選びたい。

化】
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（３）本時の詳細

前時までの子どもの意識 学習活動１

前時までに，登場人物の心情を読み取るために行動と会話に着目して読み進めてきた。本時は，子

どもの心に残りやすいであろう，大造じいさんと残雪が別れる第四場面の一文，「らんまんとさいた

すももの花が，その羽にふれて，雪のように清らかに，はらはらと散りました。」を提示する。そし

て「この一文から大造じいさんの心情が読み取れますか。」と問いかけ，「読み取れそう。」という反

応から本時の学習課題を設定する。

学習活動２

先に提示した一文から伝わってくる登場人物の心情について考えさせ

る。子どもたちは，これまでの物語の展開とつないで「前の場面で，大

造じいさんは残雪に心打たれているから，この一文には，大造じいさん

のうれしい気持ちが込められているよ。」や，「雪というのは，残雪のこ

とで，この一文には，残雪から大造じいさんへの感謝の気持ちが込めら

れているよ。」等と，大造じいさんや残雪の心情を読み取っていくだろう。

その後，それぞれの考えを基に友達と交流する場を設定する。交流する

際には，必ず友達の発表に対して，質問するという約束を決めておくこ

とで発言の機会を保障する【話し合いの約束】。このような交流の中で，

「らんまんとさいたすももの花が･･･という表現から，喜びの花束みたい

な感じがするね。」や，「雪のようにはらはらと･･･という表現が，静かに散っていて残雪らしい落ち

着いた感じがするね。」等のように叙述に対する自分の考えを創造していくと考える。

学習活動３

推薦カードで伝えたい叙述を見つけるための視点として，補助黒板に前時で学習した「行動」「会

話」というキーワードと，その例文を示しておく。そこに，本時の学習活動２で学んだ情景描写とい

う視点を加えることで，推薦カード作りで大切にしたい三つの視点を可視化できるようにし，これま

で意識していなかった「情景描写」という視点でも登場人物の心情を考えてみたいという意識がもて

るようにする。これまで行動・会話について学習した際に，全体で一つの叙述について学んだ後，他

にも行動・会話で心情を表しているところはないか探してみたいという子どもが多かったという実態

から，ここでも子どもたちは情景描写に着目した読みに意欲的に取り組むだろう。その際，『大造じ

いさんとがん』の他の場面で，さらに探したいと考える子どもと，自分の物語で探したいと考える子

どもがいると想定される。そこで，どちらの思いも認めることで，進んで登場人物の心情を考えたり，

叙述に対する自分の考えを創造したりできるようにする【課題選択】。『大造じいさんとがん』を選択

肢に含むことで，より子どもの思いに合った，物語の読みを進めていくことができると考える。また，

『大造じいさんとがん』を選んだ子どもたちには，見つけた情景描写や，創造した考え等についてま

とめた推薦カードを図書室で紹介することを伝えておくことで，意欲化を図る【評価の場】。

学習活動４

振り返りの場面では，授業の中で，分かったことや，さらにチャレンジしてみたいこと等をノート

に記述させる【自己評価の工夫】。友達との話し合いでよかったことや，次時への学びにつながる新

たな問題が表出されている子どもの振り返りを紹介することで，次時につなぐ。

（４）総括的評価

情景描写から読み取った登場人物の心情や，情景描写に対する自分の考えを友達に説明している。

＜例＞「東の空が真っ赤に燃えて･･･。」という一文から，大造じいさんの「今度の作戦で絶対にあの

残雪を捕まえてみせるぞ。」という気持ちが伝わってくるよ。「空が真っ赤に･･･。」ということ

ばから，やる気の炎がめらめらと燃えている感じがするね。 【方法：発言，推薦カード】

【推薦カード】
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